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校生の信頼感の形成と教師の働きかけ
～高校生と教師を対象とした面接調査から～
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現代高校生の不安定なこころと行動の背景には、さまざまな心理的要因が関わっている。なかでも、自己や

他者に対する 「信頼感」の程度は高校生の適応に大きな影響を及ぼしていると考えられる。そして、
一日の大

半を学校で過ごす高校生にとって、教師の働きかけは 「信頼感」の形成に大きな影響を及ぼしていることが予

想される。本研究では、生徒および教師への半構造化面接、生徒への質問紙調査を通して、高校生の信頼感の

形成過程とどのような教師の働きかけが影響を与えているかを検討 した。研究 1では、14名の高校生を対象

に、信頼感に深い関わりをもつ自己概念について、面接調査を行い、内容的な検討を行った。研究 2で は、公

立高等学校教師 14名に対 し、生徒の信頼感に働きかけた教育実践事例に関して面接調査を行った。その結果、

学校外の働きかけについては家庭との連携、学校内においては担任 ・学年 ・教科担任 ・養護教論等のチ
ーム体

制による連携が重要であることが示された。また、本人への働きかけについては 1対 1で話をすること、本音

を出せる雰囲気作りが重要であることが示唆された。
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I  問 題 と目的

信頼感の研究は、現在では人々の精神的健康を高め

維持する効果やス トレス耐性の強いパーソナリティと

の関連という視点でとらえられるようになってきた

(天貝,2001)と いえる。従来の信頼感の研究は、主

に 2つ の大きな理論的背景からなされている。1つ は

エリクソン (Erikson)による発達漸成理論からの基

本的信頼 (basic trust)、2つ 目はロッター (Rottcr)を

中心とする社会的学習理論からの対人的信頼 (inter―

personal trust)である。基本的信頼とは、
“
生後 1カ

年の経験から獲得される自分自身と世界に対する 1つ

の態度
"で
あり、他人に対しては一般に筋の通った信

頼を、自分自身に対 しては信頼に値する感覚を意味す

る (Erikson,1959)。谷 (1998)は 、青年期における

基本的信頼感と時間的展望との関連について検討して

いる。その結果、基本的信頼感と時間的連続性は概念

的にも密接に関連するものであり、それは絶望感や将

来への展望に影響する可能性を示した。

一方、社会的学習理論の立場から信頼感をとらえた

ロッター (Rottcr,詫摩武俊訳,1996)は コミュニケー

ションの促進要因として、対人的信頼 (intcrpCrsonal

trust)の観点から、信頼感を
“
個人あるいは集団が、

他の個人や集団の用いた言語 ・約束 ・話し言葉や書き

言葉によって表された陳述に対し、それに依ることが

可能であるとする期待
"と
定義 し、対人的信頼の獲得

の能動性と可変性を強調 した。Rotterの信頼に関す

る研究に沿ったものとして、小杉 ・山岸 (1998)が 挙

げられる。ここでは、これまで統一した見解が得られ

ていなかった他者への信頼と編されやすさとの関連に

ついて実験的に検討 し、他者への信頼が高いものは信

頼性を判断するための情報に過敏であり、必ずしも信

頼の高さが編されやすさには結びうかないことを示し

ている。

天貝 (1995;1997)は これらの研究を統合する形で

信頼感を提え、
一連の研究を行っている。この 2つ の
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